
十
一
月
二
十
三
日

十
三
時
か
ら
新
潟
市
ト
ー

ク
イ
ン
新
潟
で
、
『
公

共
交
通
の
安
全
を
問
う
』

新
潟
集
会
が
開
催
さ
れ

三
十
八
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

集
会
に
は
、
関
西
大
学
教
授
・
安
部
誠

治
先
生
か
ら
『
輸
送
の
安
全
と
規
制
緩
和
』

に
つ
い
て
講
演
。
ま
た
、
規
制
緩
和
後
の

職
場
の
実
態
が
、
全
自
交
・
全
港
湾
・
建

交
労
・
国
労
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

集
会
開
催
前

の
十
一
時
〜
三

十
分
、
新
潟
駅

頭
で
宣
伝
行
動

を
展
開
し
ま
し

た
。
宣
伝
行
動

に
は
十
七
名
の

組
合
員
が
結
集

し
ま
し
た
。
Ｊ

Ｒ
の
安
全
問
題

に
つ
い
て
、
チ

ラ
シ
配
布
な
ど

行
い
、
訴
え
ま

し
た
。

大
き
な
闘
い
の
輪
を

開
会
あ
い
さ
つ

国
労
・
加
藤
副
委
員
長

集
会
、
開
会
あ
い
さ
つ
は
、
国
労
・

加
藤
副
委
員
長
か
ら
『
羽
越
線
事
故
か
ら

一
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
昨
年
は

悪
天
候
が
続
き
大
き
な
災
害
が
起
こ
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
の
安
全
に
対
し
て
予
防
方
式
を
取
る

よ
う
訴
え
て
き
た
。
し
か
し
Ｊ
Ｒ
は
、
発

生
主
義
に
な
っ
て
い
る
。
仲
間
の
職
場
実

態
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
、
お
互
い
に
交

流
を
深
め
、
大
き
な
闘
い
の
輪
を
広
げ
て

い
き
た
い
』
と
あ
り
ま
し
た
。
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鉄
新
潟

守橋委員長あいさつ

ＪＲに対しての安全問題はどうなっ

ているのか～羽越線事故から１年を

迎える。現況は、どうなっているの

か全体で考えていく。輸送の安全確

保の闘いを、どうつくっていくのか、

学習し交流する。12月25日、慰霊碑

で式典をおこなう。国労も献花する

予定。『規制緩和』＝安全問題とは

切り離せない。職場からの報告＝厳

しい実態・告発・他交通労働者につ

いて同様な状況があると思う。お互

いに向う方向、学習していく。



安
部
誠
治

先
生
の
講
演

は
約
一
時
間

〜
パ
ソ
コ
ン

と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
使

用
し
わ
か
り

や
す
い
内
容

で
し
た
。

Ｊ
Ｒ
に
お
け

る
事
故
の
内

容
・
原
因
な

ど
実
際
に
発

生
し
た
運
転

事
故
に
も
と

づ
い
て
解
説

さ
れ
ま
し
た
。

事
故
が
発
生
し
た
要
因
・
な

ぜ
起
こ
っ
た
の
か
〜
運
転
士
の

健
康
状
況
、
職
場
の
安
全
対
策
・

安
全
に
対
す
る
設
備
投
資
や
要

員
の
確
保
な
ど
具
体
的
な
事
実

を
上
げ
な
が
ら
説
明
・
解
説
さ

れ
ま
し
た
。

講
演
内
容
は
、
安
全
に
か
か

わ
る
重
要
な
内
容
で
す
。
当
日

の
講
演
を
録
音
。
講
演
の
内
容

を
中
心
に
、
地
本
で
パ
ン
フ
を

作
成
し
ま
す
。

講
演
後
は
、
全
港
湾
・
全
自
交
・
建
交

労
の
代
表
の
方
か
ら
職
場
の
実
態
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
の
実
態

に
つ
い
て
は
、
国
労
・
東
日
本
本
部
の
高

野
書
記
長
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
の
現
場
に
つ
い
て

事
故
が
多
発
し
て
い
る
危
険
な
状
況
が
詳

し
く
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
『
安
全
に
む
け
た
ア
ピ
ー
ル
』

を
全
体
で
採
択
し
新
潟
集
会
を
終
了
し
ま

し
た
。
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全
港
湾
・
小
柳
書
記
長

規
制
緩
和
に
よ
っ
て
四
月
か
ら
誰
で
も

営
業
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
反
対
し

て
い
る
。
神
戸
港
で
新
規
参
入
が
あ
っ
た
。

各
港
で
参
入
の
動
き
〜
秋
田
で
は
、
ト
ラ
ッ

ク
の
輸
送
運
賃
＝
地
元
の
会
社
に
売
り
込

み
に
行
っ
た
。
港
湾
法
で
は
秩
序
を
乱
す

会
社
は
認
め
ら
れ
な
い
。
全
国
の
港
で
集

会
の
開
催
・
ス
ト
の
決
行
。
新
潟
も
突
入

し
た
。
そ
の
後
は
、
国
交
省
は
重
く
認
め

調
査
。
そ
の
後
、
新
規
参
入
会
社
は
申
請

を
取
り
下
げ
た
。
新
規
参
入
に
対
し
て
港

を
守
る
た
め
、
安
全
な
職
場
を
守
る
た
め

運
動
を
展
開
し
て
い
く
。

全
自
交
（
タ
ク
シ
ー
）
・
海
藤
書
記
長

規
制
緩
和
で
賃
金
が
下
が
っ
た
。
年
収
４
３
０
万
円
だ
っ
た
が
現
在

の
平
均
年
収
は
３
０
６
万
円
。
そ
れ
は
大
阪
、
東
京
を
入
れ
た
平
均
値
。

新
潟
・
東
北
は
２
０
０
万
円
代
の
平
均
年
収
。
未
組
織
は
も
っ
と
劣
悪
な

労
働
条
件
だ
。
職
場
で
は
三
人
が
病
気
に
な
っ
て
い
る
。
（
脳
溢
血
・
過

労
業
務
・
労
災
）
①
勤
務
時
間
を
オ
ー
バ
ー
し
た
勤
務
実
態
。
事
故
が
三

割
増
に
な
っ
て
い
る
。
②
安
全
性
が
低
下
③
低
賃
金
・
車
の
状
況
＝
七
十

万
㌔
の
走
行
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
・
安
全
上
、
危
険
な
状
況
。

規
制
緩
和
〜
車
の
台
数
規
制
が
無
い
。
不
良
運
転
者
＝
新
規
参
入
会
社

が
雇
っ
て
い
る
。
運
転
者
の
資
格
を
も
っ
と
厳
し
く
し
て
い
く
。
運
転
者

資
格
の
創
設
を
。
台
数
・
運
賃
は
安
全
性
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
で
改
善
。

（
利
用
客
＝
全
国
・
二
十
二
億
人
・
新
潟
県
・
２
６
０
０
万
人

新
潟
市
・
１
０
６
０
万
人
）

建
交
労
・
杉
崎
委
員
長

規
制
緩
和
＝
運
輸
業
界
が
や
ら
れ
れ
ば
、
今
の
建
設
業
界
と
同
様
に
な
る
。

ト
ラ
ッ
ク
の
青
ナ
ン
バ
ー
会
社
は
厳
し
か
っ
た
。
今
は
申
請
す
れ
ば
認
可
さ
れ

る
。
運
賃
は
届
出
制
。
大
企
業
は
外
注
へ
〜
運
賃
の
低
下
・
勤
務
が
劣
悪
。
車

は
四
年
で
買
い
か
え
だ
っ
た
が
、
今
は
古
い
車
で
も
可
能
。
現
在
は
白
ナ
ン
バ
ー

の
車
が
青
ナ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
仕
事
を
取
っ
て
い
る
。

荷
物
を
積
ん
で
目
的
地
ま
で
運
ぶ
が
〜
空
で
帰
ら
ず
別
な
土
地
で
荷
物
を
積

ま
せ
帰
す
〜
勤
務
時
間
の
オ
ー
バ
ー
。
労
働
強
化
に
よ
り
事
故
へ
。
そ
う
し
な

け
れ
ば
会
社
は
経
営
が
成
り
立
た
な
い
。

ダ
ン
プ
〜
台
数
が
増
え
て
仕
事
が
取
れ
な
い
。
大
企
業
〜
日
通
・
や
ま
と
は

外
注
会
社
に
さ
せ
て
い
る
の
で
ま
っ
た
く
影
響
が
無
い
。
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